
ソラリアプラザの概要をご紹介ください。
小林さん：
西鉄が運営するソラリアプラザは西鉄福岡（天神）駅に直結した複合
商業施設で、ファッション、雑貨、レストラン、映画館、スポーツジムな
ど約120のテナントが入っています。西鉄福岡（天神）駅周辺の再開発
事業「天神ソラリア計画」の一環として1989年に誕生し、2024年に開
業35周年を迎えます。

向江さん：
2015年に「九州ナンバーワンのファッションビル」を目指して大規模
な改装を行い、館内の回遊性を高めるとともに警固公園に面した南側
の外壁をガラス張りにリニューアルしました。人気のファッションブラ
ンドが充実していることから、女性の来館者が多いのが特徴です。

小林さん：
周辺の商業施設のほとんどは、平日10時から20時半頃まで営業してい
ます。ソラリアプラザも以前は同様でしたが、2021年度に平日の営業時
間を11時から20時に短縮する試みを行ったところ、集客や売り上げに
ほとんど影響を与えないことが分かりました。営業時間が１時間短縮す
るだけで従業員は早番や遅番のシフトを組む必要がなく、働き方改革や
人手不足への対応ができるようになるということで多くのテナントから
支持された結果、2022年度から正式にこの営業時間を採用するように
なりました。この取り組みはテナントのニーズを反映しているとして、一
般社団法人日本ショッピングセンター協会から表彰されています。

以前はどのような業務課題がありましたか。
小林さん：
ソラリアプラザ運営室では、施設管理に関する情報をテナントに伝え

ソラリアプラザ
商業施設の全テナントとの間でスムーズなコミュニケーションを実現。臨時休館
や営業時間変更などの緊急連絡が迅速・確実に伝達できるようになりました。

サービス

西日本鉄道（西鉄）が運営する福岡市の複合商業施設ソラリアプラザは、運営室と約120の店舗のス
ムーズな連絡を図るため、全てのテナントの店長を対象にLINE WORKSを導入しました。これによ
り、電話やメール、対面での連絡がトークに置き換わり、迅速なコミュニケーションが可能になりまし
た。従来は時間を費やしていた台風や大雪による営業時間の変更などの連絡が、瞬時に共有されるよう
になり、施設運営業務の効率化を実現しています。

目的・効果
電話・メールの削減｜｜取引先との連絡
導入のしやすさ　

主な活用機能
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るために、従来は紙文書の配付や電話、メールを使用していました。し
かし、迅速な情報共有が難しく、テナントが質問や確認事項があって
も、電話やメール、あるいは運営室まで来ていただいて対面でしかコ
ミュニケーションを取ることができませんでした。

通常営業では問題ありませんが、近年は異常気象や感染症の流行な
ど、当日の営業時間に影響するような情報をテナントに伝える必要が
増えています。例えば、豪雨時に運営室が閉館時間を繰り上げたり休
館したりする場合、各テナントに電話で伝えるには非常に時間がかかり
ます。また、メールで一斉送信してもすべてのテナントに読まれたかど
うかまでは分かりません。このような課題に対応するため、私どもの前
任者がビジネスチャットの導入を検討することになりました。

課題解決の手段としてなぜLINE WORKSを選ばれた
のですか。
小林さん：
いくつかのビジネスチャットツールを比較した結果、多くの人が日常的
に使っているLINEと操作性が共通するLINE WORKSなら、どのテナ
ントにもスムーズに導入してもらえ、私たち運営室側も使いやすいこと
が選定の決め手になりました。

向江さん：
運営室とテナントの連絡用として約120のテナントの店長にLINE 
WORKSのユーザーアカウントを配布しました。緊急時の営業時間変更
などの連絡が確実に伝わるよう、基本的には店長のスマホにBYODで
LINE WORKSアプリをインストールしていただいています。

LINE WORKSの活用シーンと導入成果をお聞かせく
ださい。
小林さん：
運営室では、ソラリアプラザの運営管理にあたる全13名のスタッフ全
員がテナントとのやり取りを把握できるようにしています。必要に応じ
てテナントと個別に連絡を取り合うことはもちろんですが、運営室か
らの通達は全テナントが参加しているグループに一斉送信しています。
店長どうしがミーティングを行う店長会もフロア単位で開催されるこ
とから、全テナントのグループのほかにフロアごとのグループも設けて
コミュニケーションをとっています。

運営室から全体への情報発信は、消防署による消防点検などの日程や
前日のリマインドなど施設設備に関することが主な内容です。これら
の情報は従来どおり紙の文書でも配付されますが、LINE WORKSで
も同じ通知を発信することで、情報共有がより徹底されます。

一方で、店長会の開催案内などの定期的なお知らせに関する紙文書は
廃止され、LINE WORKSを使って発信するようになりました。このよう
な通知は定型的なので、メッセージの作成から通知まで数分しかかかり
ません。以前は紙文書をプリントして全テナントに配付する必要があっ
たので、LINE WORKSによる連絡業務の時間短縮効果は絶大です。

テナントからの問い合わせも、電話やメール、運営室への訪問からほ
とんどがトークに置き換わりました。例えば、店長が前日の売上状況
を知りたい場合、休暇中にどこからでも手軽にLINE WORKSを使って
問い合わせることができます。また、フロア全体における売上の前年比
などもトークを通じて行われるため、誤報や電話での聞き間違いのリ
スクがなくなりました。

緊急時の連絡もスムーズにできるようになりましたか。
向江さん：
台風などの緊急時に、運営室が臨時休館や営業時間短縮を決定する
際、以前はその通知を店長の携帯メールに送っていました。運営室側
の担当者は出社して会社のPCから送る必要があり、未返信のテナント
があると1件ずつ店長の携帯電話宛に確認していました。しかし今では

ソラリアプラザ

ユーザー名はテナント名にすることで確実なコミュニケーションができる。テナントとの連絡
の多くがLINE WORKSに置き換えられ、スピーディかつ緻密なやりとりが実現

画像を手早く共有することも可能になり、連絡業務の効率化に大きく貢献している
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ソラリアプラザ

LINE WORKSを使うことで運営室側の担当者が自宅にいても、スマ
ホから簡単に一斉送信できます。さらに、既読が分かるので、未読テナ
ントの店長にだけ別途連絡でき、効率的な対応が可能です。

私は2022年に着任して以来、自然災害の影響で4回ほど臨時休館や営
業時間短縮の連絡をLINE WORKSで行いました。天候が悪化した場
合に緊急連絡が必要となることを事前に伝えるようになってから、ほ
とんどのテナントが送信後すぐにメッセージを読んでくれ、大切な情報
を確実に伝える手段としてLINE WORKSの導入効果を実感しました。
メールよりも早く情報が伝わるようになったことで、テナント側の安全
確保にも寄与しています。

あるとき、運営室のスタッフが全員退勤したあとに、テナントから「売
上金を銀行ATMに入れようとしたが、カードのエラーで入金ができな
い」とトークで報告がありました。私は既に帰宅していましたが、その
メッセージに気づき、翌日以降の対応で問題ないことを伝えました。
LINE WORKSがなければ、このような状況に即応するのは難しく、テ
ナント側に不安な思いをさせることになったはずです。運営室といつで
もつながり安心して働ける施設として、LINE WORKSは大変役立って
います。

LINE WORKSの活用を今後どのように発展させてい
きたいですか。
向江さん：
カレンダーに消防設備の点検日や店長会などの日程を登録して、全テ
ナントと共有できるようにしたいと思っています。LINE WORKSのカ
レンダーには設備予約機能があるので、テナントが使える共有の会議
室の予約管理に使うことも検討したいです。

小林さん：
館内の迷子情報の共有や、運営室が把握した防犯に関する情報周知に
活用するなど、LINE WORKSを有効活用する余地はまだまだあると
考えています。

※掲載している内容、所属やお役職は取材を実施した2023年9月当時のものです。

不測の事態が発生したときタイムリーな意思疎通ができるのはチャットならではのメリット

営業時間の変更に関する連絡を全テナントのグループに発信。
メールや電話よりスムーズに情報を共有できる

https://www.youtube.com/channel/UCjWj1hW5UlsEzf1YZ8zAGcQ
https://twitter.com/lineworks_jp?ref_src=twsrc%5Etfw&ref_url=https%3A%2F%2Fline.worksmobile.com%2Fjp%2Fblog
https://www.facebook.com/worksmobilejapan/
https://line-works.com/



